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ク リ ー ン種苗の生産技術 : 果樹病害

し て， CTV 強毒系統 に 干渉効果 を 有 す る 弱毒系統 を 接

種 し た 苗木 を 植 え 付 け て い る 。 ま た ， 我が国在来で土壌

伝搬が示唆 さ れて い る が媒介者が明 ら か で は な い 混州萎

縮 ウ イ ル ス お よ びカ ン キ ツ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， カ ラ タ チ

台 に 特異的 に 被害 を 生 じ ， 勇定鉄， ナ イ フ 等 に付着 し 汁

液伝染す る カ ン キ ツ エ ク ソ コ ー テ ィ ス ウ イ ロ イ ド お よ び

カ ン キ ツ ウ イ ロ イ ド 並 び に 接 ぎ木伝染 す る カ ン キ ツ タ タ

ー リ ー フ ウ イ ノレ ス が あ る 。 最近沖縄県で ミ カ ン キ ジ ラ ミ

で伝搬 さ れ る グ リ ー ニ ン グ病の発生が確認 さ れ， 穂木 ・

苗木の移動が規制 さ れた 。

リ ン ゴ で は高接病が問題で， 病原 ウ イ ル ス と し て 3 種

類が あ り ， リ ン ゴ ク ロ ロ テ ィ ッ ク リ ー フ ス ポ ッ ト ウ イ ル

ス (CLSV) ， ス テ ム ピ ッ テ ィ ン グ ウ イ ル ス (SPV) お

よ び ス テ ム グ ル ー ビ ン グ ウ イ ル ス (SGV) で あ る 。 一

般 に 台 木 と し て 用 い ら れ て い る マ ル パ カ イ ド ウ は

CLSV に ， ミ ツ パ カ イ ド ウ は SPV と SGV に 非常 に 弱

く ， 台木部 に ネ ク ロ ー シ ス や ス テ ム ピ ッ テ イ ン グ を 生

じ， 樹が衰弱 し て 枯死す る 。 幸 い に も 現在栽培面積が拡

大 し て い る わ い性台木 に は ， こ れ ら ウ イ ル ス に よ る 被害

は見 ら れて い な い。 そ の ほ か に ， 果実が奇形や凸凹 に な

っ た り ， 着色が斑入 り や さ ぴ果， ゆ ず肌状 に な る も の が

あ り ， 接 ぎ木伝染性が確認 さ れて い る 。 そ の 中 に は ウ イ

ロ イ ド が病原体 と し て 確認 さ れた ゆ ず果病が あ る 。
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果樹の増殖法の特徴 と し て ， 母樹か ら 採取 し た穂木 を

台木に 接 ぎ木増殖す る 栄養繁殖あ る い は既存樹 に 高接 ぎ

が行わ れて い る 。 こ れ は， 同 じ 形質， 品質を有す る 果実

を生産す る た め で あ り ， も し 実生苗木で増殖す る と ， 各

苗木 は元の樹 に比べて ， 形質， 果実の 品質等が少 し ずつ

異 な っ て し ま う 。

そ れ ゆ え に ， 薬剤散布で防除がで き な い ウ イ ル ス ・ ウ
イ ロ イ ド や樹体内 を移動で き る 根頭がん し ゅ 病， 最近沖

縄で発生 し 問題 と な っ て い る カ ン キ ツ の グ リ ー ニ ン グ病

等 に 感染 し て い な い ク リ ー ン (健全) 母樹の確保が重要

と な る 。 一方， 薬剤散布で防除効果が期待で き る 糸状菌

病， 細菌病 に対 し て も ， 苗木植 え 付 け時 あ る い は高接 ぎ

時 に こ れ ら 病害 を 圏 内 に 持 ち 込 む と 薬剤散布 に よ る 病原
菌の根絶 は ほ ぼ不可能で あ り ， 毎年防除 を強 い ら れ る こ
と に な る 。

こ の よ う に 果樹が永年生作物であ る た め，

苗が持つ意義 は極め て 大 き い と い え る 。
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接 ぎ木伝染性病害 (ウイ ル ス ・ ウイ ロ イ ド 病，

リ ー ニ ン グ病)

接 ぎ木伝染性の ウ イ ル ス ・ ウ イ ロ イ ド 等 を病原体 と す

る 病害数は， 表 1 の よ う に ， 主 要果樹全病害 の 約 11%

であ る 。 し か し， 本病原体 に い っ た ん感染 し て ま う と 枯

死す る ま で悪影響 を 受 け続 げ る の が特徴で あ る 。 我が国

で， カ ン キ ツ ， リ ン ゴ， ブ ド ウ ， 核果類等の 主要果樹の
生育， 果実品質 に 悪影響 を 与 え る ウ イ ル ス ・ ウ イ ロ イ ド

病は以下の と お り で あ る (家城， 1990) 。
カ ン キ ツ で は， 我が国 で栽培 さ れて い る ほ ぽ全部の カ

ン キ ツ が カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス (CTV) 強毒系
統 を 保毒 し て お り ， イ ヨ カ ン， ハ ッ サ ク ， ユ ズ， ス イ ー

ト オ レ ジ類等 の 中晩柑類の被害が大 き い。 本 ウ イ ル ス は
ミ カ ン ク ロ ア ブ ラ ム シ で伝搬 さ れ る た め， 無毒苗木を植
え 付 け て も 短期間で再感染 す る の で， 被害回避 を 目 的 と
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1992 年度 ま での 日 本植物病名 目 録 に よ る (工藤， 1995) . 
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ブ ド ウでは ， リ ー フ ロ ーノレ ウ イ ルスと フ レ ツ ク の混 合
感染 に より 甲州， 巨峰等で問題と な っ た果実の糖度低
下， 熟期の遅延を 起 こ す味無 し果があ る 。 そ の他 キ ャ ン
ベルアー リ ーの萎縮病， 巨峰等のえ そ果病， 葉にモ ツ 卜
リ ング症状を 呈す る 樹か ら tab acco n巴crosis vi rllS や
potyvlrlls ク。ループ属の ウ イ ルス が病原体と して同定さ
れ た。 最 近， 巨 峰， 甲 斐路， 赤嶺等 の 主 幹 に rllgose
wood cOl11plex に よ る ス テ ム ピッ テ イ ン グ症状が発生 し
て問題と なっ て い る (今回， 1997) 。

ナシ では ， ニホ ンナシ お よ びセ イ ヨ ウ ナシ の葉にえ そ
斑点症状を 呈するえ そ斑点病があ る。

モ モ， ス モモ ， ア ンズ等の核果類、では ， プ/レヌ ス ネ ク
ロ テ ィ ッ ク リ ン グ ス ポッ ト ウ イ Jレ ス (PRSV) ， プlレ ン
ド ワ ー フ ウ イ ルス (PDV) に感染 す ると 樹の衰弱， 収
量低下と な る 。 ウ イ ロ イ ド に より ス モ モの果実に斑入り
を 生じ る斑入果病が問題と なっ て い る 。

そ の他 ， ウ メ では cucul11ber l110saic vi rusと PRSV
に よ る 葉縁え そ病， オ ウ ト ウ の接 ぎ木伝染 性の芽枯 病等
があ る。

2 根頭がん し ゅ 病

樹の地際部や根にがん し ゅを 形成す る根頭がん し ゅ病
の病原体は Agrobacterium twnefacience で， い っ た ん
感染 すると ウ イ ルス・ ウ イ ロ イ ド病同様に治療方法がな
い細 菌病であ る。 本病原菌は 三つ の生理型 があり ， ブ ド
ウ にがん し ゅを 形成す る 菌は b iovar 3 に属す る も のが
大部分であ る が， リ ンゴ， ナシ ， ブ ド ウ ， カ キ ， モモ ，
オ ウ ト ウ ， ウ メ ， ク リ ， ビ ワ ， キ イ チ ゴ， カ ンキ ツ等は
b iovar 1と 2 であ る。 本病原菌は 土壌伝染 し， ブ ド ウ で
は 感染 し た病原菌が維管束を 上下に移動 し， 地上部の
1 ，  2年 生校に も がん し ゅを 形成 (図一1 ) す る (家城，
1991 ) 。 そ れゆえ に権病樹か ら穂木を 取っ て苗木を 増殖
す ると ， 保菌苗木と なり ， 苗木で伝搬さ れる 。 その他 の
樹種については ， 病原菌の維管束での移動の有無につい
ては 現在ま だ確認さ れてい な いが， 苗木業者 の話に よ る

図-1 ブ ド ウ の 2 年生校 に 発生 し た 根頭がん し 申 病

と 発病 した樹か ら穂木を採 ると 保菌苗木にな る こと が多
いと の こと であ る ので， ク リ ー ン母樹か ら穏木を採り 増
殖する こと が望 ま し い。

3 土壌病害

果樹で被害が大 き い代表的な病害と し て 白紋羽病と 紫
紋羽病があ る 。 両病の病原菌は ， 白紋羽病が子 の う 菌類、
に属す る Rosellinia necatrix， 紫紋羽病は 担子 菌類の
l-Ielicobasidium mompa であ る 。 両病原菌は カ ンキ ツ ，
リ ン ゴ， ナシ ， ブ ド ウ ， カ キ ， モモ等ほと ん どすべての
果樹に感染 し被害を 起こ す。 病原菌は 林地で樹木の根に
寄生あ る いは 腐植上で生息 し て おり ， 開 墾 し て果樹園を
造成す ると ， もと もと 生息 し て いた病原菌が植え 付けた
苗木に感染 し て被害を 起 こ す (家城， 1995) 。 一方， 苗
木増殖の過程 で， 育苗聞の土壌が病原菌で汚染さ れてい
たため に保菌苗木と なり ， こ れ ら の苗木を 未発生地に植
え 付け ると 病原菌が持 ち込ま れて発病す る 。

そのほかに， な ら た け病ゃな ら た け も ど き 病があり ，
病原菌は 林木に寄生 しており ， 開 墾時の切り 株 な ど腐朽
しかかった根で繁殖し， 菌糸束， 子 実体を 形成 し て伝染
源と なる 。

4 地上部病害 ( 糸状菌病及 び細菌病)

果樹の病害の中 で最 も 数が多 く 89%を 占 め， 重点的
に防|徐を 実施 し な ければな ら ないのが糸状菌病お よ び細
菌病であ る (表 ー1) 。 薬剤散布に よ っ て かなり 防除が可
能であ る が， 完全に病原菌を 圏内から根絶す る ことは不
可能でトあ る 。 い っ た ん病原菌を 圏内に持 ち込むと 病原菌
は 樹体や落葉等で生息， 越冬 して ， 栽培を 継続する 限り
毎年 防除が必要と なる 。 そのた め に も ， 苗木生産の過程
で病原菌に感染 しない対策を 梢 じ， 可能な限り ク リ ー ン
苗木を 植え 付て病原菌を 圏内 に持 ち込ま ない よ う に す る
こと に より 薬剤散布団数を 最小限にす る こと がで き ， か
つ被害を軽 減でき る 。

E ク リ ー ン母樹の育成

ウ イ ルス病， ウ イ ロ イ ド病， 根頭がん し ゅ病， グ リ ー
ニ ン グ病に感染 し て い な い ク リ ー ン母樹を 育成す る た
め， 果樹では 熱処理と 併用 した茎頂接 ぎ木 (NA\'ARRO，
1981) (図-2) や茎頂組織 培養， あ る いは グ リ ーニ ン グ
病には 抗生物質処理 (宮川， 1979) な どが行わ れる 。 カ
ン キ ツで、は ， 熱処理と 茎頂接 ぎ木の併用が一般的であ
る。 こ の よ う に して育成さ れた個体については ， 前述の
よ う な問題と な る ウ イ ルス ・ ウ イ ロ イ ド 等 の検定を 行
う 。 検定方法は ， 各 ウ イ ルス・ ウ イ ロ イ ド に よ っ て異な
るが， 生物検定法， ELISA 法， 遺伝子 診断法等を 行 う 。
検定に より 問題と な る各種病原体について無毒であ る こ
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表 - 3 果樹母樹検疫以外で検 定 並 び に 特 に 非感染が望 ま れ る

し た ク リ ー ン母樹か ら採 取 し た穂木を 用いて増殖す る 。
その際， ブ ド ウや リ ン ゴのわ い性台の よ うに 挿し木に よ
っ て台木が 繁殖さ れる場合は， 当然穂木の と き と 同様，
ク リ ー ン母樹か ら 挿 し穏を採 取 す る 。 実生台木の場合

は， 一般的に ウ イ jレス・ ウ イ ロ イ ド フ リ ーである のでそ
の必要は ない。

そ の他の糸状菌や細 菌に よ る地上部病警につ いては，
穂木採 取時に 病害が 発生 し て い な い健全な も のを採 取
し， でき れば接 ぎ木前に穂、 木を 消毒 して台木に接 ぎ木す
る。 一般的には 露地で育成さ れて い るが， で き れば 屋根
掛け施設内で行う 。 育成期間中は 病害虫に 対す る薬剤散
布を 頻 繁に 行っ て感染を 最小限に す る 。 育苗地の土壌条
件に よ っ ては， 土 壌伝染 性病害に 感染 す る機会が あり，

とが認さ れた後， 母樹候補 とさ れる 。 そ の後， 栽培試験 育苗前に 土 壌消毒を 徹底さ せ る と か， 果樹が 栽植さ れて
を 行っ て， 本来の形質， 果実品質が 変異 していない こ と いなかっ た新 し い場所に 植え 付けを 行う か， ポッ トに 植
が 確認さ れて初めて母樹と な る 。 え 付けて育苗す る。 苗木出荷用に堀り 上げた際， 白・ 紫

主要果樹のウ イ ノレス・ ウ イ ロ イ ド の検定につ いては， 紋羽病等土壌病害対策 と して根を べノ ミ ノレ剤等の薬液に
団体等の依頼に より 植物防疫所が 圏内の母樹検定 (農林 浸潰す る。 スペイ ンのカ ン キ ツ苗木生産地では， ハ ウ ス
水産省植物防疫所， 1982) (表 2)を， ま た， 公立の試験 内でポッ トに 植え 付け土壌病害お よ び虫媒伝染 性 ウ イル
場等で も 行っ て い る (表-3) 。 ス等の感染 防止 と育苗期間の短縮を 行っ て い る (図-3) 。

図 2 カ ン キ ツ の茎頂接 ぎ木

表 - 2 植物|釣疫所が閣内検疫 と し て 実泊す る 梨樹母樹検疫

母樹の磁類 検疫対 象 ウ イノレ ス ， ウ イ ロイ ド 等

カ ン キ ツ 類 | 温州委縮ウイ以 グ ル ー プ
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1 リ ン ゴ ク ロ ロ テ ィ ッ ク リ ー フ ス ポ ッ ト ウイJレ ス
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ス モ モ
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図 - 3 ス ペイ ン の ポ ッ ト での カ ン キ ツ 155木生産

皿 ク リ ー ン 苗木の増殖 お わ り に

穂木伝染 性の ウ イ Jレス・ ウ イ ロ イ ド病， 恨頭が ん し ゅ 果樹は， い っ た ん病原体を 保毒す る と 防除が 不可能に
病， グ リ ーニ ング病につ いては， 前述の よ うに して育成 な る ウ イ ノレス・ ウ イ ロ イ ド病等 と， 薬剤散布に よ っ て防
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除効果が 期待でき る 糸状菌病， 細 菌病に大 別でき る 。 後
者は 病原菌を 圏内から 根絶でき ないため毎年定 期的に 散
布を 強いら れる こ と と な る 。 こ の よ う な特徴は 果樹が 永
年生作物であ るが ゆ え の宿命 と い え る 。 こ れを回 避する
た めには 可能な限 り 病原体に 感染 して いない苗木の植え
付け， あ る いは 穂木を接 ぎ木す る こ とが 極めて重要であ
る。

ク リ ー ン種苗を 生産する た めには， ウ イ jレス， ウ イ ロ
イ ド等接 ぎ木伝染 性の病原体を 保毒していないク リ ー ン
母樹の育成， 保存， 定 期的な検定を 行う 体制の整備並び
に 苗木業者を 含む育苗シ ス テ ム の確立が 急が れ る。 ま
た， 薬剤処理の対象 と な る 糸状菌病お よ び細 菌病につ い
て も， 屋根掛げハ ウ ス での育苗， 育苗用土壌の消毒， 頻
繁に 薬剤散布を 行う 等 して可能な|浪 り 病原菌に 感染 して
い な い ク リ ー ン苗木を 生産 す る 体制を 整 え る 必要が あ
る。 例えば， スペイ ンでは， 苗木業者 の生産す る カ ンキ

人 事 消 息
(9 月 1 日付)
加納 健氏 (果樹試験場保護部主研 (病原機能研) ) は

農林水産技術 会議事 務局併任解除に
(10 月 1 日付)
山下 良弘氏 (畜産試験場長) は 退職
天野正之氏 (野菜・ 茶業試験場長) は 退職
木村 滋氏 (蚕糸・ 昆虫農業技術 研究所長) は 退職
谷 口 態氏 (食品総合研究所長) は 退職
横内園生氏 (畜産試験場企爾調整部長) は 畜産試験場長

中 村 浩氏 (野菜・ 茶業試験場企画連絡室長) は 野菜 ・
茶業試験場長に

井上 元氏 (蚕糸・ 昆虫農業技術 研究所昆虫機能研究
官) は 蚕糸・ 昆虫農業技術 研究所長に

鈴木建夫氏 (食品総合研究所企画連絡室長) は 食品総合
研究所長に

門馬信二氏 (野菜・ 茶業試野菜育種部野菜育穏研究官)
は 民業研究セ ン タ 一野菜研究官に

深山一弥氏 (農業研究セ ン タ ー プロ ジ ェ ク ト 研究第 5 チ
ーム長) は 農業研究セ ン タ ー研究情報部長に

喜多村啓介氏 (農林水産技術 会議事 務局研究開 発課長)
は 農業研究セ ン タ 一作物開 発部長に

石内侍治氏 (農業研究セ ン タ 一野菜研究官) は 野菜 ・ 茶
業試験場企画連絡室長に

柳川弘明 氏 (蚕糸・ 昆虫農業技術 研究所企画連絡室長)
は 蚕糸・ 昆虫農業技術 研究所昆虫機能研究官に

北村宜彬氏 (農業研究セ ン タ ー研究情報部長) は 蚕糸・
見虫段業技術 研究所企画連絡室長に

新保 博氏 (農林水産技術 会議事 務局研究管理官) は 炭
林水産技術 会議事 務局研究開 発課長に

ツ苗木には 検定 済みの ウ イ ルス名が 記載さ れた ラ ベルが
付けら れて販売さ れて い る 。

以上述べ た よ うに， 永年生作物であ る果樹では， 特に
ウ イ ノレス病， ウ イ ロ イ ド病， 根頭が ん し ゅ病， グ リ ーニ
ング病等の按ぎ木伝染 性病害では ク リ ー ン種苗の持つ 重
要性は 極めて高い。
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永井利郎氏 (農業生物資源 研遺伝資源第 二部主研 (遺伝
資源 管理情報科) ) は同所同部主研 (微生物評価保存
研究チーム ) に

佐藤豊三氏 (四国農試企画連絡室主研 (企画課) ) は 農
業生物資源 研究所遺伝資源第 二部主研 (遺伝資源 管理
情報科) に

堀尾 剛氏 (操業環境技術 研究所資材動態部主研 (農薬
動態科殺菌剤動態研) 兼中 央水産研究所内水面利用部
(漁場環境研) ) は 兼務解除

萩原 康氏 (野菜・ 茶試花 き 部病害研室長) は同所企画
連絡室企画科長に

築尾嘉章氏 (富山県操業技術 セ ン タ 一野菜花 き 試験場統
括研究員) は 野菜・ 茶試花 き部病害研室長に (指定 試
験交流 復帰)

横山和成氏 (Jtl:環研環境生物部主研 (微生物管理科土壌
微生物生態研) ) は 北海道農試畑作研究セ ン タ ー主研
(環境制御研究チーム ) に

福本文良氏 (北陸段試企画連絡室研究交流 科長) は同試
地域基盤 研究部上席研究官に

岩波 徹氏 (果樹試保護部主研 (病害研) ) は同試保護
部主研 (病害研) 兼技会事 務局兼総理府技官 (研究開
発局ラ イ フ サ イ エ ンス課専門職) に

(10 月 1 日付) (平成 11 年度選考採 用)
殿 照移転氏 (東京大 学理学系研究科客員研究員) は 農環

研資材動態部 (農薬動態科農薬管理研) へ
豊島真吾氏 (千葉大 学大 学院自然科学研究科研究生) は

果樹試 リ ン ゴ支場 (虫筈 研) へ
(10 月 l 日付 ) (技会事 務局併任解除)
南 栄一氏 (品業生物資源 研生物工学部主研 (糖鎖工学

研) )
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